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Ⅰ 我が国の草地・飼料畑等における飼料作物の主要な病気とその防除法 

独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

畜産草地研究所 畜産温暖化研究チーム 

上席研究員 月星隆雄 

１ 我が国の草地における病気の発生状況と被害 

 我が国は欧米に比べ温暖湿潤な気候であり、このため牧草・飼料作物にも多種多様な病

気が発生します。また、近年の地球温暖化に伴い、これまで暖地でしか発生していなかっ

た病気が冷涼地でも発生する傾向があります。例えばイタリアンライグラスのいもち病は

九州・中国・関東地方を中心にまん延していましたが、最近は関東・東北地方でも発生し、

播種直後の幼苗が立ち枯れるなどの大きな被害が出ています。また、トウモロコシ根腐病

は、黄熟期過ぎの生育後期に病原菌による根腐れと茎腐れにより、植物体全体が黄化し、

立ち枯れる病気ですが、気温上昇により病原菌が播種直後にも活動し、幼苗の立ち枯れも

引き起こす事例が報告されてきています。このような被害の大きい重要病害が多発した場

合、牧草・飼料作物の生産量の低下は 30％にも及ぶことがあり、自給飼料生産での大きな

阻害要因となっています。また、病害が発生すると飼料の栄養分も大きく減少し、トウモ

ロコシごま葉枯病やすす紋病では発病度が進むにつれ、可消化養分総量(TDN)が減るととも

に、ディタージェント繊維やリグニン、ヘミセルロースなどの難消化成分が増加すること

が知られています。飼料作物の病気に伴うカビ臭で家畜の食い付きが大幅に悪くなります

が、さらに最近はカビ毒（マイコトキシン）の問題もクローズアップされ、トウモロコシ

赤かび病やソルガム、イネ科牧草の麦角病など家畜の健康に直接影響を及ぼすデオキシニ

バレノールやエルゴバリンなどのカビ毒を作る病気もあります。以上のように飼料生産に

及ぼす病気の影響は多大で、自給飼料生産に当たっては病気の発生に細心の注意を払う必

要があります。以下に病気の種類ごとにその特徴と防除法を紹介します。 

 

２ 我が国の草地における牧草の主要病害の種類とその防除法 

 

（１）オーチャードグラス葉腐病 

罹病する飼料作物（ほとんどのイネ科牧草、マ

メ科牧草） 

梅雨明け頃から茎や葉をつづり合わせるように

してくもの巣状の菌糸が見られ、葉や茎が腐って

倒れ（図１）、草地はつぼ状に枯れ込みます。そ

の上には、褐色で直径 5mm 程度の菌核ができ、こ
図１．オーチャードグラス葉腐病の病徴 
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れがさらなる伝染源となります。病原菌はリゾクトニア菌というカビで、イネ科牧草から

採取した菌がオーチャードグラスに若干強めの病原性を示しますが（図２、月星・君ヶ袋 

1993）、ほとんどのイネ科及びマメ科牧草を侵し、トウモロコシ、飼料イネ、ソルガムに

も紋枯病を引き起こすため、これらの作物による輪作を行っても防除効果はありません。

防除法は、株間の湿度が高まると激発するため、刈り取り頻度や放牧回数を増やし、風通

しを良くすることが大切です。抵抗性育種はまだ育成途上ですが、この病気は夏枯れの原

因の一つであるため、夏枯れに強い品種を選べばある程度の抵抗性が期待できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）オーチャードグラス黒さび病 

罹病する飼料作物（オーチャードグラ

ス） 

オーチャードグラスのさび病の中では

最も被害の大きい重要病害で、暖地では

春先から病徴が出始め、さび病独特の腫

れ物状の病斑を形成します（図３）。病

斑は黒さびだからといって黒色ではな

く、赤褐色または鉄さび色、楕円形～す

じ状で、長さ 1～2mm、幅 0.5～0.6mm 程

度となり、成熟すると表皮が破れて中から赤褐色の胞子を飛散し、まん延します。病原菌

はオーチャードグラスだけを侵し、エンバクやライムギなどのムギ類には病気を起こさな
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図２．各草種から採取したリゾクトニア菌の草種毎の発病度 

（タイプ Ia菌を使ったポット接種試験、月星・君ヶ袋(1993)を改変） 

図３．オーチャードグラス黒さび病の病徴 
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い特徴があります。防除法としては各種苗会社のカタログに載っている抵抗性品種の利用

が最も効果的です。しかし、病原菌にはレース（植物の抵抗性を打ち破って感染する菌の

系統）があり、抵抗性品種といわれていた「アキミドリ」が罹病したことも報告されてお

り、抵抗性品種の利用に当たっては、栽培する地域でその抵抗性品種が罹病していないか

どうか注意することが大切です。その他に施肥に注意し、窒素過多にしないことや病気が

出たら刈り遅れないようにするなどの対策も有効です（農林水産技術会議事務局 1981)。 

 

（３）オーチャードグラス炭疽病 

罹病する飼料作物（オーチャードグラス） 

暖地ではオーチャードグラスの夏枯れが問

題となることがありますが、その原因の一つ

となっている病気です。病徴は、淡赤褐色～

橙色、楕円形～紡錘形、長さ 5-10mm、幅 2 ｰ

4mm 程度の病斑をつくり、これが古くなると

病斑中央部に「剛毛」という菌組織を形成し、

黒くかびたように見えるのが特徴です（図

４）。病原菌の生育適温は 25℃付近であるため、温暖湿潤条件下でまん延し、梅雨明けか

ら夏の終わりにかけて発生します。 病原菌はライグラス、エンバクなどの炭疽病菌と同じ

ですが、やはり寄生性が分化しており、オーチャードグラスの菌はライグラス、エンバク

などに感染することはないことが分かっています。防除は、オーチャードグラス品種・系

統間で抵抗性に差があり（月星・島貫 1999）、特に暖地では抵抗性品種を選ぶことが大切

です。その他には病気が出たら刈り遅れないことが大切です。 

 

（４）ライグラス冠さび病 

罹病する飼料作物（ペレニアルライグラス、イ

タリアンライグラス、ハイブリッドライグラス等

のライグラス類） 

関東以南の比較的温暖な地域での発生が多い重

要な病気で、葉や茎にできた黄色、腫れ物状の病

斑が長さ 1～2mm、幅 0.5mm 程度に拡大し（図５）、

表皮が破れて中から黄色の胞子が現れます。激発

すると、葉身全体が黄色い粉を吹いたように見え、やがて枯死します。黄色の胞子は主に

夏にできるので夏胞子と呼ばれ、これが飛散してまん延しますが、越冬・越夏もできます。

 

図４．オーチャードグラス炭疽病の病徴 

図５．ライグラス冠さび病の病徴 

 



 

4 

フェスクでも同じ病気が発生しますが、ライグラス菌とは系統が異なります。防除法は、

暖地では 8-9 月および 6 月の 20-25℃の時期に発病が増加するため、多発地域では 9 月ま

での早播きを避ける必要があります。また、刈り取り回数を増やすほど発病度は低下し、

秋冬期に多発する場合は 11､ 1､ 3､ 5 月の 4回刈りが実用的とされています。抵抗性育種

は育成途上ですが、品種によってはこの病気への抵抗性を示すものもあるため（荒川・清 

2009）、種苗会社と相談して抵抗性程度の高い品種を選ぶこともできます。 

 

（５）ライグラスいもち病 

罹病する飼料作物（ライグラス類、フェスク類、

チモシー） 

暖地で発生が多いが、東北南部でも発生する重

要な病気です。病徴は、灰白色、周縁部は褐色、

長さ 2-5mm 程度の紡錘形病斑を多数つくり、これ

が融合して葉全体を枯らします（図６）。播種 1

ヶ月程度の幼苗期に発病すると株全体が枯死する

立枯症状となります（西見ら 2009）。病原菌はイネいもち病菌と同種ですが、イネにはほ

とんど病気を起こさず、一方でフェスク類やチモシーには感染して病気を起こします。逆

にイネいもち病菌はライグラスに対する病原性は弱いことが知られています。日本での発

生状況ですが、従来発生していた九州や関東地方に加え、上越地方や東北地方でも発生が

認められ、気候温暖化とともに発生地域が北上していると考えられ、これらの地域でも注

意が必要です（図７）。防除法は、抵抗性品種「さちあおば」が市販されており、この品

種は病斑の大きさを抑え、結果として胞子があまり形成されないため、病気のまん延を抑

える効果があります。また、暖地では平均気温が 24℃以上の 9月中旬以前に播種すると発

病が激増するため、可能ならば播種を 10 月以降にすると発病をかなり回避できます（角田

ら 2003）。播種時にいもち病に有効な殺菌剤を種子粉衣して防除する方法も開発されてい

ますが、残念ながら農薬登録がないためまだ使用できません。 

 

 

 

 

 

 

図６．ライグラスいもち病の病徴 

 

図７．ライグラスいもち病の発生分布 

★：2008-09年に新たに発生を確認した地点 
×：2008-09 年に発生を確認できなかった地点 

○：過去に発生報告がある地点 
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（６）アルファルファ菌核病 

罹病する飼料作物（マメ科牧草全般） 

北海道など関東以北の積雪、冷涼多湿地域で

発生し、株枯を引き起こす重要な病気として知

られていますが、九州でも積雪があると発生し

ます。秋に葉に斑点が現れ、葉や茎が黄化し、

積雪下で徐々に枯死が進行し、翌年の春の融雪

後、気温の上昇と共に一気に茎葉や根が灰白色に腐敗します（図８）。枯死した植物の表

面には綿毛状の白い菌糸が多量に絡みつき、やがて黒色、不定形、大きさ 8 ｰ 10mm 程度の

大型の菌核（菌糸の塊）が形成され、この上に小さなキノコができ、キノコから飛ぶ胞子

がその年の秋の新たな伝染源となります。病原菌は広くマメ科牧草に感染し、クローバ類

やベッチ類も発病させます。防除法は、抵抗性が知られているため（水上ら 2001）、抵抗

性形質を入れた品種を利用することができます。また、菌核はアルファルファの刈り取り

と共に種子に混入し、翌年の伝染源となるため、注意が必要です。 

 

（７）アルファルファそばかす病 

 罹病する飼料作物（アルファルファ） 

北海道など冷涼地での被害が大きい斑点がで

きる病気で、初め若い葉が、後には葉柄など地

上部全体が感染します。早春、周囲に淡い「か

さ（病斑の周りのぼんやりと黄化した部分）」

をもった直径 1～2 mm の淡褐色の小斑点を作

り、やがてこれが拡大して、周囲が黒褐色で中

央部が灰白色の丸い病斑となるため、そばかす

病と呼ばれています（図９）。感染した葉は落葉しやすくなり、最終的には株全体が枯れ

上がります。夏には一旦終息しますが、秋に再びまん延します。冷涼多雨年に発生が多く、

発病が多いとその年の株の定着率、生育程度、耐凍性および翌春の収量を低下させます。

防除法は日本では特に抵抗性検定が進んでおり（竹田・中島 1997）、市販の抵抗性品種が

利用できます。イネ科との混播は発病を抑制することが知られ、また発病したときには早

めに刈り取ることも大切です。 

図８．アルファルファ菌核病の病徴 

図９．アルファルファそばかす病の病徴 
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３ 我が国の飼料畑、水田作における飼料作物の主要病害の種類とその防除法 

 

（１）トウモロコシごま葉枯病 

 罹病する飼料作物（トウモロコシ） 

大型の曲がった棍棒状の胞子をつくってまん

延する病原菌により発生します。病徴は小型、

楕円形、黄褐色、長さ 0.5～2cm、幅 2～5mm 程

度の病斑を葉に多数つくり（図 10）、激発時に

は植物体全体を枯らします。暖地での被害が大

きいのですが、九州から北海道まで全国的に発

生する重要な病気です（御子柴 2004）。病原菌にはレース（寄生性分化菌系統）があり、

感染するトウモロコシの細胞質雄性不稔の型によりレースOとレースTに大別されますが、

雄性不稔形質を持ったトウモロコシ品種が現在は使われないため、日本では発生するのは

レース Oのみで、レース Tは発生しません。防除法は、早生品種は弱く、晩生品種は強い

傾向があります。しかし、抵抗性効果が高い遺伝子も知られており、このような遺伝子が

組み込まれた品種は早晩性に関わらず抵抗性程度が高く、病気の激発地では是非作付けし

て頂きたいと思います。また、未熟きゅう肥の大量投入などにより植物体が徒長し、軟弱

になり、結果として病気の発生も増えることが知られるため、過度な窒素やカリの投入を

避けるなど植物を頑健に育てるよう肥培管理にも注意する必要があります（橋爪 2001）。 

 

（２）トウモロコシすす紋病 

 罹病する飼料作物（トウモロコシ） 

大型の真直な紡錘形の胞子をつくってまん延す

る、ごま葉枯病菌と近縁の菌により発生します。

病徴は大型、紡錘形、黄土色～灰色、長さ 3～10cm

の大型病斑を葉につくります（図 11）。病斑は古

くなると中央部が黒くかびたようになり、そこか

ら縦に裂けやすくなります。植物体全体が乾燥す

るように枯れ上がり、北海道など冷涼地での被害が大きいことが知られています。トウモ

ロコシのすす紋病菌はソルガムを侵さないことが知られています。防除法はトウモロコシ

ごま葉枯病の項を参考にしてください。 

 
図 10．トウモロコシごま葉枯病の病徴 

 
図 11．トウモロコシすす紋病の病徴 
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（３）トウモロコシ赤かび病 

罹病する飼料作物（トウモロコシ、飼料用イネ、

ムギ類、エンバク） 

植物体表面に病徴が出ることはあまりないので

すが、黄熟期以降に雌穂の包葉をはずすと内部の

子実が淡紅色または鮭肉色にかびている病気で

（図 12）、九州から北海道まで全国に発生します。

この病気はフザリウムというカビで発生し、カビ

毒を作ることから大きな問題となっています。北海道など冷涼地では家畜の下痢などの急

性毒性をもつデオキシニバレノールというカビ毒をつくる菌種が多く、九州など温暖地で

は肝腎毒性など慢性毒性を持つフモニシンというカビ毒をつくる菌種が多いことが知られ

ています（岡部 2010）。また、カビが生えておらず、一見健全に見える植物体からも高濃

度のカビ毒が検出されることがあり、注意が必要です。トウモロコシの赤かび病菌は、飼

料イネ、ムギ類、エンバクなどの飼料作物に赤かび病を引き起こすことが知られています。

防除法は、良好に調製されたサイレージでは、嫌気発酵条件下で酸性度が速やかに高まり、

その結果病原菌が死滅し、カビ毒は増加しません。従ってポストハーベスト対策として重

要なのはサイレージ調製中に十分な嫌気条件を保つこととなります（湊 2009）。また、ト

ウモロコシ栽培時にはカビ毒は黄熟期を過ぎると一気に蓄積するため、刈り遅れないこと

が重要です（岡部 2010）。この病気に対する抵抗性を持つ品種はまだ育成途上ですが、カ

ビ毒が蓄積しにくい品種も少数ながらあるため、詳しく知りたい方は個別にお問い合わせ

ください。 

 

（４）トウモロコシ黒穂病 

罹病する飼料作物（トウモロコシ） 

日本全国で発生し、植物体に奇形を起こす重要な病気で

す。梅雨明け頃から葉や節に、外部は白色で中に黒い粉の

つまった「こぶ」（肥大組織）をつくり、夏には雌穂や雄

穂にもこぶを作り、特に雌穂にできると大きくなり、これ

が「おばけ」と呼ばれる所以です（図 13）。こぶは成熟す

ると表面が破れ、中の黒い粉（胞子）を飛ばしてまん延し

図 12．トウモロコシ赤かび病の病徴 

図 13．トウモロコシ黒穂病の病徴 

 



 

8 

ます。冷涼で日照時間が短い年に特に多発します。黒穂胞子は厚い殻に覆われており、地

面に落ちて翌年の伝染源となり、地中で５年位は生きているとされています。若い感染組

織を食用にする国もあり毒性は低いと考えられますが、何らかのアルカロイド（植物塩基、

植物や菌類がつくる薬理効果のある含窒素物質）を作っているのは明らかであり、多発し

た場合は家畜への給与は避ける方が望ましいでしょう。防除法は、トウモロコシ品種・系

統で抵抗性に差があることが分かっており、発病程度が低めの品種を選ぶことができます。

黒穂胞子は翌年以降の伝染源となるので、罹病残渣は撤去するなど圃場衛生の改善に努め、

多発年が続くときはトウモロコシを休閑するなど輪作体系の工夫なども大切です（橋爪 

2001）。 

 

（５）トウモロコシ南方さび病 

罹病する飼料作物（トウモロコシ、テオシン

ト） 

特に九州での遅播栽培で大きな被害が報告

されているさび病で、乳熟期を過ぎた頃から発

生し始め、高温高湿度の条件で多発し、葉全

体が黄化、乾燥して、畑全体が黄色く見える

こともあります。病斑は腫れ物状で、黄～オレ

ンジ色、円形～楕円形、長さ 1～3mm、幅 0.5

～2mm 程度で、表皮が破れて中に黄色い胞子を多数つくります（図 14）。冬胞子という

冬にできる胞子で越冬しますが、南方系の菌であることから胞子での越冬は困難であり、

トウモロコシの害虫であるウンカ類と同時期の 6-7 月に海外から飛来する胞子が発生源

であるとも言われています。日本では 1982 年に沖縄で初めて発生し、その後九州および

四国に発生を広げ、1996 年には兵庫県でも発生が確認されています（西 2001）。被害と

しては収量の減少が激しく、特に雌穂の重量は感染に伴い大きく減少することが知られ

ています（伊東ら 1995）。しかし、茎葉については雌穂ほど収量は減少しないとも言わ

れています。この病気に対しては世界で複数の抵抗性遺伝子が知られており、日本での

市販品種にもこのうち幾つかの遺伝子が導入されているものが抵抗性品種として市販さ

れており、利用することができます。 

 

図 14．トウモロコシ南方さび病の病徴 
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（６）トウモロコシ根腐病 

罹病する飼料作物（トウモロコ

シ） 

全国的に発生し、株が黄熟期に急

に萎れる重要な病気で、病徴は初め

根が褐変し、黄熟期を過ぎると一気

に枯れ上がり、植物体全体が黄色く

なります（図 15）。また、雌穂が垂

れ下がるのが特徴の一つで、稈内部

は空洞化し（図 16）、軟化するため

機械でうまく刈れなくなり、収量が

大きく低下してしまいます。病原菌はピシウム菌で、水中を泳いで移動する遊走子という

胞子を作り、さらには罹病植物組織内に厚い壁を持つ造卵器をつくり、土壌中で生存・越

冬します。この病気の発生には降雨および気温が係わっており、経験的に 9～10 月の高温

時、特に降雨の直後に突然枯れ上がることが知られています（橋爪 2001）。防除法につい

ては、トウモロコシ品種間で抵抗性に違いがあり、抵抗性検定により市販品種の抵抗性が

判定されています（根本ら 1987）。また、播種期を遅くし、生牛糞を投入すると発生が助

長される傾向があり、早播き、施肥法および抵抗性品種を組み合わせた総合的な防除が有

効です。また、黄熟期に達したら遅れないように刈り取ることにより、被害を軽減するこ

とができます。 

 

（７）トウモロコシワラビー萎縮症 

罹病する飼料作物（トウモロコシ） 

この症状は実は病気ではなく、虫害です。日本では 1988 年に熊本県で初めて発見されま

したが、世界では 20 世紀初頭にオーストラリアで発見され、罹病した株の葉がワラビー（小

型カンガルー）の耳のように見えることから命名されました。初めウイルス病とそっくり

の症状のため、ウイルス病が疑われましたが、現在ではアジアに分布するフタテンチビヨ

コバイというヨコバイの一種の吸汁害であることがわかっています。病徴は幼苗の葉脈が

こぶ状に隆起し、新規の展開葉の成長が大きく阻害され、株が極端に矮化します（病徴と

図 15．トウモロコシの 
根腐病の病徴 

図 16．トウモロコシ根腐病

の茎内部の病徴 
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害虫の写真は害虫編に掲載しています）。フタテンチビヨコバイは今問題となっている気

候温暖化により九州のほぼ全域まで分布を広げており、今後の発生激化と北上が心配され

ています（松倉・松村 2009）。防除法としてはすでに抵抗性形質が知られており、多発地

域ではこの形質を組み込んだ抵抗性品種を利用することが大切です。 

 

（８）トウモロコシとソルガムの紋枯病 

罹病する飼料作物（トウモロコシ、ソ

ルガム、飼料用イネ） 

激発すれば植物体全体の枯死にもつな

がる重要な病気で、梅雨入り前から地際

部で発病し、病斑が葉鞘を伝って上へと

伸びていきます。病斑は周縁部褐色、中

心部灰白色の雲形斑となりますが、ソル

ガムではトウモロコシに比べ周縁部がよ

り紫色っぽくなります（図 17）。病気が

進むと、病斑上には褐色で表面が滑らか

な菌核（菌糸の塊）をつくり（図 18）、これが地面に落ちて翌年の感染源となります。高

温（特に 30℃以上）高湿条件で多発し、1日 1cm以上病斑が進展することもあります。病

原菌はリゾクトニア菌で、先に述べたオーチャードグラス葉腐病と同じで、アルファルフ

ァやクローバなどのマメ科牧草の葉腐病とも共通しています。このため、これらの作物に

よる輪作では防除効果は全くありません。トウモロコシから採取した菌はトウモロコシに

強めの病原性を示しますが（前掲、図２）、他の作物にもほぼ同様に感染します。防除法

はトウモロコシについては優良な抵抗性品種はまだありませんが、ソルガムでは品種によ

る抵抗性の違いが知られており、より強い品種を選ぶことは可能です（春日ら 2004）。ま

た、病斑が形成された葉鞘を剥離することで、その後の病気の進展を阻止したり、作付前

のプラウによる深耕で感染源を埋没させることによる防除法も開発されていますが、いず

れも手間がかかりすぎたり、効果がそれほど高くないなど今ひとつのようです。また、病

原菌が高温高湿条件で菌糸を伸ばし、他の個体に感染することから、密植を避けて風通し

を良くすることも大切です。  

図 17．トウモロコシ（左）

とソルガム（右）の混播

栽培での紋枯病の病徴 

図 18．トウモロコシ紋枯

病の雌穂の上にできた菌

核 
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（９）ソルガム麦角病 

罹病する飼料作物（ソルガム、スーダングラス等のソル

ガム類） 

盛夏に胞子を多量に含む蜜滴を穂から垂れ下がるように

つくり、感染した穂は秋口にかけて麦角と呼ばれる菌糸の

塊（菌核）をつくります。2 つのタイプの菌が発生し、1

つは牛の角状、表面は白くかび、本体は黒紫色の固い麦角

をつくり、関東以南で発生します（図 19）。もう 1つは穂

の表面の蜜滴自体が白くかび、麦角は柔らかくあまり目立

たず、主に九州で発生します（図 20）。いずれもアルカロ

イドと総称されるカビ毒を作りますが、前者の主要なアル

カロイドは無毒なカフェインであるのに対し、後者は毒性

の強いジヒドロエルゴシンなどの麦角アルカロイドを産生

するため注意が必要です（月星ら 2001）。しかし、関東

タイプの麦角病が発生した場合でも、未知のカビ毒が作ら

れている可能性もあり、家畜への給与は避ける方が望まし

いでしょう。防除法は、スーダングラスおよびスーダン型

ソルガムはグレイン型ソルガムに比べ発病しにくい品種が

あるので、多発地ではこのような品種を選ぶことができま

す。また、晩夏から秋口にかけて開花すると発病しやすい

ことから、早播して盛夏に開花させればある程度発病を回避できます。具体的には抵抗性程

度の低いソルガム品種「シュガーグレイズ」でも 5 月中旬に播種すれば全く発病せず、

「K-70」のような抵抗性の強いスーダングラス型ソルガムを使えば 6月下旬播種でもほとん

ど発病しません（図 21、月星ら 1998）。麦角は翌年の伝染源となるので、発病穂は圃場か

ら持ち出し、処分することも重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図 19．ソルガム麦角病の病徴 

（全国タイプ、接種病徴） 

発
病
度 

図 20．ソルガム麦角病の病徴 

（九州タイプ、自然病徴） 

0

1

2

3

4

5

5月16日 6月7日 6月28日 再生個体

K-70

P988

シュガーグレイズ

図 21．ソルガム品種の早播による麦角病発病回避． 
（那須塩原市。調査日：1998年 10月上旬、5月 16日播種区の再生個体は 11月上旬に調査。月星ら(2001)を改変） 
 

播種日 
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(10)ソルガム紫斑点病 

罹病する飼料作物（ソルガム、スーダングラス

等のソルガム類） 

温暖地での代表的な斑点性の病気で、夏の終わ

りから秋にかけて発生し、赤紫色、楕円形、長さ

0.5～2cm、幅 0.3～1cm の病斑を数多くつくります

（図 22）。病斑は古くなると、中央部が黄褐色に

変色してゆき、やがて全葉が枯死しますが、ソル

ガムのタンカラー系統の場合、病斑は黄褐色とな

ります。 病原菌はトウモロコシごま葉枯病菌と近

縁で、病斑上に胞子を形成し、これが風雨で飛散

し、まん延します。また、スーダングラスにも同

じ病気を起こします。被害としては、乾燥茎葉重、

飼料品質、家畜嗜好性およびブリックス糖度が大

幅に減少することが知られています。防除法は、

病斑を小さな斑点で止める優れた抵抗性形質をもった品種が市販されており、これを利用

すれば圃場での発生を大幅に減らすことができます（図 23）。また、発病葉を除去するな

ど圃場衛生に努めることも大切です。 

 

(11)ソルガムすす紋病 

罹病する飼料作物（ソルガム、スーダングラス

等のソルガム類） 

ソルガム栽培地でも信越や関東地方など比較的

冷涼な地域での発生が多い病気です。病徴は開花

期前後から発生し、周縁部紫褐色、中心部灰白色、

長さ 2～10cm、幅 0.5～1cm 程度の紡錘形病斑をつ

くります（図 24）。後に病斑が融合し、葉全体が

灰色から紫色に枯れ上がり、さらに古くなると、胞子が形成されて中央部が黒くかび、こ

れが飛散してまん延します。比較的低温条件で多発し、特に開花期前にまん延すると収量

への影響が大きくなります。ソルガムの他、スーダングラスなどのソルガム類に発生しま

図 22．ソルガム紫斑点病の病徴 

 

図 23．ソルガム紫斑点病の抵抗性品種 
（右）と感受性品種（左）の病徴 

図 24．ソルガムすす紋病の病徴 
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す。病原菌はトウモロコシすす紋病菌と同じ種類なのですが、寄生性が分化しており、ト

ウモロコシのすす紋病菌はソルガムを、ソルガムのすす紋病菌はトウモロコシを侵さない

ことが知られています。トウモロコシと同様に抵抗性品種が利用できます。スーダングラ

スにも抵抗性に品種間で差がありますが、抵抗性をうたった市販品種はありません。発病

葉を除去するなど圃場衛生に努めることも大切です（橋爪 2001）。 

 

(12)エンバクかさ枯病 

罹病する飼料作物（エンバク、コムギ、オオム

ギ、ブロムグラス類） 

エンバクは関東以南で重要な飼料作物ですが、

特に暖地での発生が多いのがこの病気です。これ

まで述べてきた病気のほとんどが糸状菌（カビ）

によるものだったのに対し、この病気は細菌（バ

クテリア）による病気です。病徴は、葉では初め

水浸状の斑点が現れますが、後に褐色の楕円形、

紡錘形病斑となり、病斑周囲は黄色いハロー（か

さ）で囲まれる特徴があります（図 25）。病勢が

進むと病斑が縦に伸び条状になり、最終的には枝

梗や種子も侵されることもあります。 病原菌が罹

病植物組織の維管束内に充満しているので、罹病

組織を切断すると多量の菌泥（細菌の集合体）を

噴出する特徴があり、これを目安に診断されます

（図 26）。病原菌はエンバクはもちろん、コムギ、

オオムギやブロムグラスなどにも感染します。最

適発病温度は 22-23℃なので、暖地で 2 月頃から

発生してきます。幼苗での抵抗性検定が行われ（図

27）、幾つかのエンバク品種・系統が抵抗性と判

定されており、圃場で明らかな抵抗性を示す品種が

育成されています（月星 2009）。 

図 25．エンバクかさ枯病の病徴 

 

図 26．エンバクかさ枯病の罹病組織 

から出る菌泥 

 

図 27．エンバクかさ枯病の幼苗による 
抵抗性検定（上：抵抗性～下：罹病性） 


